
 

糸魚川市駅北大火 被災者･関係者説明会 

 

期日：平成 29年９月 25日(月)、26日(火) 

場所：ヒスイ王国館２階ホール 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

 

３ 全体説明 

（１）ブロックごとの進捗状況について 資料№１ 

 

 

（２）復興まちづくり情報センターの設置について 資料№２ 

 

 

（３）住宅再建にかかる支援について             資料№３ 

 

 

 （４）住宅等の再建にかかる固定資産税等の減額制度について  資料№４ 

 

 

（５）その他 

    ・にぎわい創出広場の活用について 

 

 

 

４ 閉  会 
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市道拡幅改良計画(案)

※本資料は、道路拡幅改良計画の素案であり、今後の復興まちづくり計画

の検討や地権者との合意形成等により変更される場合があります。
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Ａ-２  

Ｂ-１ 

Ｂ-３ 

Ｃ-１ 

Ｂ-４ 

Ｂ-２ 

Ａ-１-２ Ａ-１-１ 

Ａ-３ 

ブロック名  意見交換内容、今後の予定等 

Ａ-１-１ 

・ガレキ（基礎）撤去完了。 

・ブロックに面する①路線、②路線の市道拡幅改良工事に伴う路線測量を完了。 

・9/7に住宅再建希望者で景観・不燃化など、今後の再建に向けた説明・情報共有を行った。 

Ａ-１-２ 

・ガレキ（基礎）撤去完了。 

・猪又建設株式会社がブロックに面する①路線、②路線、⑨路線の市道拡幅改良工事契約。 

・9/9 にブロック会議開催。景観・不燃化など、今後の再建に向けた説明・情報共有を行った。 

・敷地再編について検討した。 

Ａ―２ 

・ガレキ（基礎）撤去中、９月末完了予定。 

・9/21のブロック会議で敷地再編事業の同意が得られた。 

・新設市道北側に市営住宅を建設予定。(実施設計を公募型プロポーザル中。) 

・10月上旬から株式会社カネタ建設が、③路線、⑮路線の市道側溝改良工事を開始予定。 

・10月下旬に区画整理地内の新設市道工事の入札予定。 

Ａ―３ 

・ガレキ（基礎）撤去完了。 

・9/15のブロック会議で敷地再編事業の同意が得られた。また、景観・不燃化など、今後の

再建に向けた説明・情報共有を行った。 

・10月上旬に⑰路線の拡幅改良工事の入札予定。 

Ｂ―１ 
・ガレキ（基礎）撤去完了。 

・9/11にブロック会議開催。景観・不燃化など、今後の再建に向けた説明・情報共有を行った。  

Ｂ―２ 

・ガレキ（基礎）撤去完了。 

・9/7のブロック会議で敷地再編案について概ねの合意が得られた。 

・10月上旬から株式会社カネタ建設が、⑲路線、⑳路線の市道側溝改良工事を開始予定。 

・10月下旬からにぎわい創出広場の仮造成工事を開始予定。 

Ｂ―３ 

・ガレキ（基礎）撤去完了。 

・9/8のブロック会議で敷地再編事業の同意が得られた。 

・10月上旬から株式会社カネタ建設が、③路線、⑮路線の市道側溝改良工事を開始予定。 

Ｂ―４ 

・ガレキ（基礎）撤去完了。 

・9/1 にブロック会議開催。景観・不燃化など、今後の再建に向けた説明・情報共有を行った。 

・10月上旬から株式会社カネタ建設が、⑲路線の市道側溝改良工事を開始予定。 

Ｃ―１ 

・ガレキ（基礎）撤去完了。 

・9月下旬から株式会社カネタ建設が、㉑路線の市道側溝改良工事を開始予定。 

・10月上旬から創和ジャステック建設株式会社が、㉒路線の市道拡幅改良工事を開始予定。 

Ｃ―２ 

・ガレキ（基礎）撤去中、９月末完了予定。 

・10月上旬から創和ジャステック建設株式会社が、㉒路線の市道拡幅改良工事を開始予定。 

・9/8 にブロック会議開催。景観・不燃化など、今後の再建に向けた説明・情報共有を行った。 

本町通り 

・６月末までに、景観まちづくり勉強会を５回開催。 

・景観・不燃化ガイドライン検討会を２回開催して、ガイドライン案を策定。今後、所定の

手続きを踏まえて、ガイドラインとして運用予定。 

※９月 21日現在までの状況をまとめたものです。 

Ｃ-２ 

■ブロックごとの進捗状況について 

資料№１ 

本町通り 



 

(仮称)復興まちづくり情報センターの設置について 

 

１ 目的  

復興まちづくりを推進する現地拠点として、各種のお知らせや相談受付などを行う。 

２ 想定する対象者と主な役割 

 （１）被災された方 

   ・復興の進捗状況のお知らせ（パネル展示など） 

   ・社会福祉協議会の生活支援相談員による心配ごと相談 

   ・その他、生活再建などに関する相談 

 （２）地域住民 

   ・気軽に集い、まちづくりなどを話せる場 

   ・コミュニティの維持を支援する場 

（３）来街者 

・復興に関する情報発信 

・復興まちづくり視察希望者の現地対応 

３ 開設時期 

  平成２９年１０月下旬を予定 

４ 人員配置（２人程度） 

   ・復興集落支援員（身分は市の臨時職員、公募により決定。） 

                   ※１０月３日（火）応募締切 

   ・生活支援相談員 

５ 開設予定位置 

   ・糸魚川市大町 2-1-17の空き店舗 

●位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仮）復興まちづくり 

情報センター計画位置 

資料№２ 

被災地域ライン 



 

 

糸魚川市駅北復興まちづくり  

「糸魚川らしいまちなみ再生プロジェクト」 
 

 

景観･不燃化ガイドライン  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年９月  

新潟県  糸魚川市  

資料 No.3-1 
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景観･不燃化ガイドライン  
編集発行  平成２９年９月  

糸魚川市  産業部  建設課  

〒 941-8501 新潟県糸魚川市一の宮１丁目２番５号  

℡ .025-552-1511(代 )  Fax .025-552-8477 

E-ma i l  kense tsu@c i t y . i to igawa . lg . jp  

URL ht tp : //www.c i t y . i to igawa . lg . jp/  

日 本 の 国 石 『 ヒ ス イ 』  
日本 を 代表 す る石 、す なわ ち「 国

石」は、これ ま で 正式 に 決め ら れて

いま せ んで し た。  

2016（ 平成 28）年 9 月 24 日、 金

沢 大 学 で 開 か れ た 日 本 鉱 物 科 学 会

の総 会 で「 国 石」 の投 票 が行 わ れ 、

花崗 岩、輝 安鉱 、自然 金、水 晶、ヒ

スイ の 最終 候 補の なか か ら 、糸 魚 川

ゆか り のヒ ス イが 選定 さ れま し た 。 



 

 

糸魚川市駅北大火 

住宅（店舗）再建に係る支援制度 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【注記】 

・この冊子は、平成２９年９月現在の住宅（店舗）再建に係る支援制度をまとめ

たものです。 

・今後、事業の内容や実施期間など変更になる場合があります。 

Ｈ２９年９月（初版） 

糸魚川市 
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重点地域 本町通り沿線
左記以外

糸魚川市内

景観
（建物の配置・屋根・

外壁）

必要経費の全額
（上限４０万円）

― ―

景観
（窓の修景）

―

雁木整備 ―
整備費×95％　又は
整備延長×278,000円
の低い方の額　※

―

必要経費の全額
（上限３０万円）

床面積に応じて
（0～7,361,000円）

―

基本１０万円
（加算分含め
最大２０万円）

契約後

融資
契約後

-1-

支援額一覧表

いといがわ木の香る
家・店づくり

越後杉の使用量に応じて２０～１００万円
（加算分含め最大１７９万円）

糸魚川産木材購入費の５０％
（上限：住宅３０万円、店舗５０万円）

街
な
み
環
境
整
備
事
業

建築工事
の

契約後

建築物不燃化促進事業

地元事業者利用促進
基本１０万円

（加算分含め最大４０万円）

必要経費の全額
（上限１０万円）

制度

再建場所

申請時期

建築工事
の

契約前

ふるさと越後の家づくり

被災者生活再建支援制度
（住宅再建加算支援金）

　　※雁木整備の補助率は住宅分

再建融資利子補給
貸付利率の１％までを最長５年間補助

（限度額：建設・購入1,100万円、補修590万円）

建設・購入 補修 賃借

全壊 ２人以上 200万円 100万円 50万円

大規模半壊 単身 150万円 75万円 37万5千円

区分 世帯構成
加算支援金
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様式第１号（第８条関係） 

 

駅北地区現状変更行為届出書 

 

平成 ２９年 ９月 ２７日 

 

糸魚川市長 様 

住 所  糸魚川市一の宮１－２－５    

氏 名  糸魚川 太郎        ○印 

 

糸魚川市駅北地区街なみ環境整備要綱第８条の規定により、別紙のとおり関

係書類を添えて届け出ます。 

 

１ 行為者   糸魚川 太郎                              

２ 工事場所  糸魚川市本町○○番○○号                        

３ 工事の内答 (該当する記号に○印) 

(1) 住宅等の新築、改築、移転又は除却 

(2) 住宅等の外観を変更することとなる修繕、模様替又は色彩若しくは材質

の変更 

(3) 宅地の造成その他の土地の形質の変更 

(4) 樹木の伐採（著しく外観の変更を伴うものに限る。） 

(5) その他 （                          ） 

４ 工事予定期間 

着工  平成 ２９年 １０月 １５日 

完成  平成 ３０年  ３月 ３１日 

添付書類 

・設計図書 

・着工前写真 

・その他市長が必要と認める書類 

駅北地区で住宅の新築、改築等を行う場合、

事前に市へ届け出てください。  

記入例 



◎ 住宅再建に係る支援制度　申請などの流れ

依頼

契約

-３-

提出 

確認済証 

被災者 

確認申請 

申請 

受付 

工事着工 

設計 

工事費積算 
見積り 

契約 

受託 

建 築 業 者 

竣工 

受領 

領収書 

計
画 

設
計 

実
施
設
計 

完 
成 

３～５か月 

２～3か月 

１～２か月 

基本プラン設計 

工
事 

検収・確認 

引渡し 

引渡し 

・業者決定 
・資金計画 

完了検査申請 

申請 

受付 

支払い 

交付決定 

受取 

上棟 

検査機関 

検査機関 

詳細設計 

工事前の写真撮影（補助金
申請・実績報告で使用） 素案が固まった時点：補助金を利用する場合は補助申請書一式をそろえて市へ事前協議） 

設計前：景観不燃化ガイドラインについて不明な点等あれば、 

義務や補助制度の確認を市にする。 

依頼時：義務や補助制度があるので、設計業者に制
度活用の検討を依頼する。 

内容承諾 
【景観】【雁木】【不燃化】【地元事業者】 
 補助金交付申請：契約前に申請する 

【ふるさと越後の家づくり】 
【いといがわ木の香る家・店づくり】 
 補助金申込み：契約後～納材までの間 

【ふるさと越後の家づくり】 
【いといがわ木の香る家・店づくり】 
 交付申請兼実績報告 

【景観】【雁木】【不燃化】【地元事業者】 
 実績報告 

確認申請提出前 本町通り：確認申請書第４面の「準耐火建築物」にチェックが入っているか、提出前に必ず確認する。 

補助金等申請 

補助金受領 

「景観に関する届出」提出 受付 

交付予定者通知 

1週間程度 

補助金受領 

【住宅再建融資利子補給】 
 申請：融資契約後１か月以内 

融資契約 

【被災者生活再建支援 加算支援金】 
 申請：建築等の契約後 
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制度の名 称 
１－① 糸魚川市街なみ環境整備事業補助金 

【重点地域】景観（配置・屋根・外壁） 

制度の内 容 

補助の条 件 

 

建物の形状や色合い等の景観に関するガイドラインを定め、

推奨することにより、調和のとれた街なみの形成を目指しま

す。 

 

■建物の外観整備に要する経費 

 

①入り口が通りに対して平入りとなるよう配置する。 

 

②屋根に黒系又は茶系の日本瓦（やむを得ない場合は、カラ

ー鋼板）を使用し、軒のある切妻屋根で隣家と勾配を揃える。 

 

③外壁は防火性能を満たす素材で、色彩を黒系、茶系、白系、

又は木肌調とする。 

 

以上、①から③まで実施する。 

 

＊建築業者との契約前に補助金の交付申請を行ってくださ

い。 

 

補 助 額 上記経費の全額。上限 40万円。 

対象となる方 
重点地域（本町通り沿線を除く被災地域（４ヘクタール））

で、建築物を建てる方。 

期 間 平成 29年 9月 27日から申請受付開始 

お問合せ 先 
糸魚川市 産業部 建設課 建築住宅係 

電話 025-552-1511 内線 2375～2377 
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制度の名 称 
１－② 糸魚川市街なみ環境整備事業補助金 

【重点地域】景観（窓・縦格子） 

制度の内 容 

補助の条 件 

 

建物の形状や色合い等の景観に関するガイドラインを定め、

推奨することにより、調和のとれた街なみの形成を目指しま

す。 

 

■通りに面する開口部の整備に要する経費 

 

①国・県・市道に面する開口部（窓、ドア）の色彩は黒系又

は茶系とする。 

 

②国・県・市道に面する開口部（窓）に縦格子の修景をする。

修景には不燃材料を用い、色彩は黒系、茶系、白系又は木肌

調とする。 

 

以上、①②を実施する。 

 

＊建築業者との契約前に補助金の交付申請を行ってくださ

い。 

 

補 助 額 上記経費の全額。上限 10万円。 

対象となる方 
重点地域（本町通り沿線を除く被災地域（４ヘクタール））

で、建築物を建てる方。 

期 間 平成 29年 9月 27日から申請受付開始 

お問合せ 先 
糸魚川市 産業部 建設課 建築住宅係 

電話 025-552-1511 内線 2375～2377 
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制度の名 称 
１－③糸魚川市街なみ環境整備事業補助金 

【本町通り沿線】景観（縦格子） 

制度の内 容 

補助の条 件 

 

建物の形状や色合い等の景観に関するガイドラインを定め、

推奨することにより、調和のとれた街なみの形成を目指しま

す。 

 

■通りに面する開口部の整備に要する経費 

 

国・県・市道に面する開口部（窓）に縦格子の修景をする。

修景には不燃材料を用い、色彩は黒系、茶系、白系又は木肌

調とする。 

 

 

＊建築業者との契約前に補助金の交付申請を行ってくださ

い。 

 

 

補 助 額 上記経費の全額。上限 10万円。 

対象となる方 
本町通り（駅前通り西側から白馬通り東側まで）沿線で、建

築物を建てる方。 

期 間 平成 29年 9月 27日から申請受付開始 

お問合せ 先 
糸魚川市 産業部 建設課 建築住宅係 

電話 025-552-1511 内線 2375～2377 
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制度の名 称 
１－④糸魚川市街なみ環境整備事業補助金 

【本町通り沿線】雁木整備 

制度の内 容 

補助の条 件 

 

糸魚川らしい本町通りの景観形成を促進するため、本町通り

沿線の店舗・事業所又は住宅が雁木を整備する場合に、その

整備費用の一部を補助します。 

 

■雁木の整備に要する経費 

 

雁木を準耐火建築物又は耐火建築物として整備する。 

 

＊建築業者との契約前に補助金の交付申請を行ってくださ

い。 

 

補 助 額 

 

補助対象者 補助率(ｱ) 補助単価(ｲ) 

店舗・事業所 

(併用住宅) 
90.0％ 263,000 円/ｍ 

住宅 95.0％ 278,000 円/ｍ 

 

実際の雁木の整備費用に、補助率(ｱ)を乗じて得た額又は雁

木の整備延長に補助単価(ｲ)を乗じて得た額の、いずれか低

い方の額を補助金額とします。 

 

対象となる方 
本町通り（駅前通り西側から白馬通り東側まで）沿線の店

舗・事業所又は住民で雁木を整備される方。 

期 間 平成 29年 9月 27日から申請受付開始 

お問合せ 先 
糸魚川市 産業部 建設課 建築住宅係 

電話 025-552-1511 内線 2375～2377 
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制度の名 称 
２－①糸魚川市建築物不燃化促進補助金 

【重点地域】建物不燃化 

制度の内 容 

補助の条 件 

 

火災に強いまちづくりを進めるため、重点地域で防火性能を

高めた建築物を建築する場合、建築費の一部を補助します。 

 

■不燃化促進に要する経費 

 

外壁及び軒裏の全てを防火構造として建築する。 

  

＊建築業者との契約前に補助金の交付申請を行ってくださ

い。 

 

補 助 額 
上記経費のうち、法令で防火構造とする必要がない部分の全

額。上限 30万円。 

対象となる方 
重点地域（本町通り沿線を除く被災地域（４ヘクタール））

で、建築物を建てる方。 

期 間 平成 29年 9月 27日から申請受付開始 

お問合せ 先 
糸魚川市 産業部 建設課 建築住宅係 

電話 025-552-1511 内線 2375～2377 
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制度の名 称 
２－②糸魚川市建築物不燃化促進補助金 

【本町通り沿線】建物不燃化 

制度の内 容 

補助の条 件 

 

本町通りを延焼遮断帯（火事の燃え広がりを食い止める帯状

の地域）とするため本町通りで準耐火建築物又は耐火建築物

を建築する際に建築費の一部を補助します。 

 

■補助の条件 

 

①準耐火建築物又は耐火建築物の基準で建てること 

②本町通りに面した屋根と壁面は、間口に対し 7割以上とし

建築物の高さは 5ｍ以上とすること 

 

以上、①②の条件を満たすもの。 

 

＊建築業者との契約前に補助金の交付申請を行ってくださ

い。 

 

補 助 額 
建築物の延べ面積に応じて補助します。 

補助額は次頁の一覧表のとおり。 

対象となる方 
本町通り（駅前通り西側から、白馬通り東側まで）の道路境

界から奥行 12ｍまでにかかる建築物を建てる方 

期 間 平成 29年 9月 27日から申請受付開始 

お問合せ 先 
糸魚川市 産業部 建設課 建築住宅係 

電話 025-552-1511 内線 2375～2377 
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糸魚川市建築物不燃化促進補助金（本町通り沿線）補助額表 
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制度の名 称 
３ 

地元事業者利用促進事業 

制度の内 容 

補助の条 件 

 

地元事業者の利用を促進することにより、地域経済の活性化

を図ります。 

 

■補助の条件 

 

①市内に事業所を有する大工、工務店、建築会社等を利用し

建物の新築・改築・増築・改修を実施するもの 

※り災証明書の交付を受けた方については糸魚川市内に

建築するもの 

 

②建築の費用が１棟あたり 100万円以上のもの 

 

以上、①②の条件を満たすもの 

 

補 助 額 

 建物１棟につき 10万円。 

 以下の項目にあてはまる場合は、１項目につき、各 10 万

円を加算します。 

 ①ふるさと越後の家づくり復興支援事業を併用するもの 

 ②ガイドラインに基づき不燃化対策に取り組むもの 

 ③ガイドラインに基づき景観形成に取り組むもの 

対象となる方 
①被災証明書又は罹災証明書の交付を受けた方 

②被災地域及び本町通り沿線において建築物を建てる方 

期 間 
平成 29年 9月 27日から申請受付開始 

※既に建築された方も補助の対象となります。 

お問合せ 先 
糸魚川市 産業部 建設課 建築住宅係 

電話 025-552-1511 内線 2375～2377 
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平成 ２９年 ９月 ２７日 

 

 糸魚川市長     様 

 

住所  糸魚川市一の宮１-2-5 

申請者 

氏名  糸魚川 太郎   ○印 

 

補助金等交付申請書 

 

糸魚川市駅北大火被災者支援関連補助金の交付を受けたいので、糸魚川市補助金等交付規則の規定

により、下記のとおり申請します。 

なお、本事業の申込みに必要な事項として、市税納税状況について、当該事業の所管課職員が調査

を行うことに同意します。 

 

記 

１ 交付申請補助事業  (算出基礎は別紙１算出基礎表のとおり) 

 チェック 補助事業名称 

１－① ✓ 糸魚川市街なみ環境整備事業【重点地域】景観（配置･屋根･外壁） 

１－② ✓              【重点地域】景観（開口部） 

１－③               【本町通り】景観（開口部） 

１－④               【本町通り】雁木 

２－① ✓ 糸魚川市建築物不燃化促進【重点地域】 

２－②              【本町通り】 

３ ✓ 糸魚川市駅北大火地元事業者利用促進事業 

 

２ 消費税仕入控除税額の取扱い 

(1) 課税事業者となっており、消費税仕入控除税額が確定しているため、補助事業に要する経費 

から消費税仕入控除税額を減額した。 

 (2) 課税事業者となっていないため、交付申請額は、当該補助金に係る消費税仕入控除税額を減額 

していない。 

 (3) 消費税仕入控除税額が確定していないため、交付申請額は、当該補助金に係る消費税仕入控除 

税額を減額していない。 

 (4) 簡易課税事業者となっているため、交付申請額は、当該補助金に係る消費税仕入控除税額を減 

額していない。 

(注) (1)、(2)、(3)、(4)のいずれかに○を付けること。 

 

３ 補助事業等の完了予定年月日          平成 ３０年 ○○月 ○○日 

記入例 建築業者との契約前に

申請してください。 
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４ 添付書類 

  別紙２補助事業別添付書類一覧表による 

 

５ 補助金等の交付先 

    金融機関     ○○銀行  糸魚川支店          
 

    口座番号     普通 1234567              
 

    口座名義     糸魚川 太郎 （申請者と同一名義）    

 

６ その他 

(1) 建築場所        糸魚川市本町○○番○○号        

 

 

(2) 建築確認の申請予定日と提出先予定     平成 29 年 １０月 ５日 

                       糸魚川市 

 

 

(3) 住宅及び店舗完了引渡し年月日       平成 ３０年 ○○月 ○○日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※暴力団員等ではないことの誓約 

私又は私が代表を務める団体等の役員は、糸魚川市補助金等交付規則第４条第３項に 

規定する暴力団員等ではありません。 



該当
の有無

交付申請額 同左算出基礎

✓ ①
景観(建物の配置･

屋根･外壁)
400,000 補助対象経費　　　５，０００，０００　　（上限40万円）

✓ ② 景観(開口部) 100,000 補助対象経費　　　　３５０，０００　　　　　（上限10万円）

③ 景観(開口部) 補助対象経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上限10万円）

④ 雁木整備

「整備費×補助率」又は「補助単価×整備延長」の
何れか低い金額
　　　【事業所】補助率90%・補助単価263,000円/ｍ
　　　【住　宅】補助率95%・補助単価278,000円/ｍ

　　整備費　　　　　　　　　　　　円×　　　　　％　　又は

　　整備延長　　　　　　　　　　ｍ×　　　　　　　　　円

　　　のいずれか低い方の額

✓ ① 300,000 補助対象経費　　　　７５０，０００　　　　（上限30万円）

補助対象床面積　１階　　　　㎡　2階　　　　㎡　3階　　　　㎡

合計　　　　　　　　㎡(補助金額は下段算出基礎表のとおり）

□私は、宅地建物取引業法第２条第３号に規定する宅地建物
取引業者ではありません。

✓ 3 400,000

建物1棟につき10万円（取組みに応じて各10万円の加算あり）
☑地元事業者利用（基本）
☑ふるさと越後の家づくり復興支援事業を併用（加算）
☑上記１糸魚川市街なみ環境整備事業に取組む（加算）
☑上記２糸魚川市建築物不燃化促進事業に取組む（加算）

1,200,000 申請合計　　　　４　　件

糸魚川市建築物不燃化促進事業

-１４-

補助事業名称

別紙１　算出基礎表

重点地域

合 計

1

本
町
通
り

重
点
地
域

地元事業者利用促進事
業

② 本町通り

2

糸魚川市街なみ環境整備事業

助成額 助成額 助成額

0 ～ 5 0 120 ～ 130 1,812,000 380 ～ 400 4,190,000

5 ～ 10 75,000 130 ～ 140 1,963,000 400 ～ 420 4,341,000

10 ～ 15 151,000 140 ～ 150 2,114,000 420 ～ 440 4,492,000

15 ～ 20 226,000 150 ～ 160 2,265,000 440 ～ 460 4,643,000

20 ～ 25 302,000 160 ～ 170 2,416,000 460 ～ 480 4,794,000

25 ～ 30 377,000 170 ～ 175 2,567,000 480 ～ 500 4,945,000

30 ～ 35 453,000 175 ～ 180 2,642,000 500 ～ 550 5,096,000

35 40 528,000 180 200 2,680,000 550 600 5,322,000

40 ～ 45 604,000 200 ～ 220 2,831,000 600 ～ 650 5,549,000

45 ～ 50 679,000 220 ～ 240 2,982,000 650 ～ 700 5,775,000

50 ～ 60 755,000 240 ～ 260 3,133,000 700 ～ 750 6,002,000

60 ～ 70 906,000 260 ～ 280 3,284,000 750 ～ 800 6,228,000

70 ～ 80 1,057,000 280 ～ 300 3,435,000 800 ～ 850 6,455,000

80 ～ 90 1,208,000 300 ～ 320 3,586,000 850 ～ 900 6,681,000

90 ～ 100 1,359,000 320 ～ 340 3,737,000 900 ～ 950 6,908,000

100 ～ 110 1,510,000 340 ～ 360 3,888,000 950 ～ 1,000 7,134,000

110 ～ 120 1,661,000 360 ～ 380 4,039,000 1,000 ～ 7,361,000

面積区分 面積区分 面積区分

２－②　糸魚川市建築物不燃化促進事業(本町通り）　算出基礎表



別紙2　補助事業別添付書類一覧表

確認

☑ 1 案内図

☑ 2 求積図(屋根面積)

☑ 3 外部仕上表

☑ 4 配置図(1/200)

☑ 5 立面図(1/100)

☑ 6 屋根状図(1/100)

☑ 7 色彩計画表

☑ 8 材料仕様書(外壁材の大臣認証のコピー)

☑ 9 現況写真

☑ 10 見積書

☑ 11 現在事項全部証明書(法人のみ)　※法務局発行

☑ 1 案内図

☑ 2 配置図(1/200)

☑ 3 立面図(1/100)

☑ 4 色彩計画表

☑ 5 材料仕様書(面格子の寸法、材質がわかる資料)

☑ 6 現況写真

☑ 7 見積書

□ 8 現在事項全部証明書(法人のみ)　※法務局発行

□ 1 案内図

□ 2 配置図(1/200)

□ 3 立面図(1/100 対象箇所を示すこと)

□ 4 色彩計画表

□ 5 材料仕様書(面格子の寸法、材質がわかる資料)

□ 6 現況写真

□ 7 見積書

□ 8 現在事項全部証明書(法人のみ)　※法務局発行

□ 1 案内図

□ 2 外部仕上表

□ 3 内部仕上表

□ 4 配置図(1/200)

□ 5 平面図(1/100 軒の出、雁木の長さを記載のこと)

断面図

　(1/100 雁木部分のみ・天井の高さ、有効通路幅を記載のこと)

□ 7 現況写真

□ 8 見積書

☑ 1 案内図

☑ 2 求積図(外壁と軒裏で延焼の恐れのある部分以外の面積)

☑ 3 外部仕上表(外壁と軒裏の防火構造仕様の記載)

配置図

　(1/200　外壁と軒裏の延焼に恐れのある部分以外の部分)

平面図

　(1/100　外壁と軒裏の延焼に恐れのある部分以外の部分)

立面図

　(1/100　外壁と軒裏の延焼に恐れのある部分以外の部分)

☑ 7 現況写真

☑ 8 見積書

□ 9 現在事項全部証明書(法人のみ)　※法務局発行

□ 1 案内図

□ 2 求積図(1階から3階までの床面積とその合計)

□ 3 外部仕上表

□ 4 内部仕上表

配置図

　(1/200 本町通りから2.4ｍ、12ｍの線を記載のこと)

□ 6 平面図(1/100)

□ 7 立面図(1/100 2面以上、高さ5ｍの線を記載のこと)

□ 8 現況写真

□ 9 現在事項全部証明書(法人のみ)　※法務局発行

☑ 1 位置図

☑ 2 見積書

☑ 3 被災証明書又は罹災証明書

5□

□ 6

6

5

4

☑

☑

☑

１－②

添 付 書 類

１－①

糸 魚 川 市

街 な み 環 境

整 備 事 業

重点地域

景 観

（ 配 置 ）
（ 屋 根 ）
（ 外 壁 ）

補 助 事 業 名 称 区 分

景 観
( 面 格 子 )

重点地域

糸 魚 川 市

街 な み 環 境

整 備 事 業

１－④

糸 魚 川 市

街 な み 環 境

整 備 事 業

本町通り

重点地域

糸 魚 川 市

建 築 物 不 燃 化

促 進 事 業

糸 魚 川 市

建 築 物 不 燃 化

促 進 事 業

２－②

２－①

-１５-

景 観
( 面 格 子 )

本町通り

糸 魚 川 市

街 な み 環 境

整 備 事 業

雁 木

３
糸魚川市駅北 大火
地 元 事 業 者
利 用 促 進 事 業

１－③

本町通り
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制度の名 称 ４ふるさと越後の家づくり復興支援事業 

制度の内 容 越後杉を使用して住宅、店舗等を再建した方の建築の一部を

補助します。 

 

○補助金額 

・越後杉の使用量に応じて 20万～100万円を補助 

※県産瓦・畳・しっくい塗りを使用した場合の加算あり 

（加算後最大補助額 179万円）→次頁をご確認ください。 

 

・「いといがわ木の香る家・店づくり促進事業」と併用可 

・建築費から火災保険等受領額を差し引いた額が補助対象 

 

※復興支援以外の家づくり事業もあります。 

「ふるさと越後の家づくり事業」 

  ・補助金額：10万～40万円 

（加算を含む最大補助額 99万円） 

※こちらは、火災保険等受領額の差引きを行いません。 

 ・「いといがわ木の香る家・店づくり促進事業」と併用可 

 ・「ふるさと越後の家づくり復興支援事業」との併用不可 

 

対象となる方 ・「り災証明書」の交付を受けた方 

・越後杉ブランド認証材を使用して再建する住宅、共同住宅、

店舗、事業所 

・原則として糸魚川市内に再建するもの 

・県内に事業所を有する大工・工務店等が建築するもの 等 

期 間 平成 30年３月 20日までに実績報告書を提出 

お問合せ 先 

 

・新潟県糸魚川地域振興局 林業振興課 

  ℡ 025-552-5473 

・糸魚川市産業部 商工農林水産課 林業水産係 

 ℡ 025-552-1511 

お申込み 先 ・新潟県糸魚川地域振興局 林業振興課 

 ℡ 025-552-5473 

・糸魚川市産業部 建設課 建築住宅係 

  ℡ 025-552-1511 
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 補助基準、加算の条件 

（①ふるさと越後の家づくり復興支援事業） 

 

・越後杉ブランド認証材を一定量以上使用する場合に補助金を交付

（基本フレーム） 

・各条件を満たす場合にそれぞれ補助金を加算（加算措置） 

    ※補助額の合計は最大 179万円 

 

※１ 県内畳業者が採寸、縫着、敷込を行う畳を使用する場合   

※２ 「既調合しっくい塗り標準仕様書」（土木部都市局営繕課）  

  

項 目 条 件 補助額 

基本フレーム 

越後杉ブランド認証材

を５㎥以上かつ 0.09㎥

/㎡以上使用 

５～10㎥未満：20 万円 

10～15㎥未満：40 万円 

15～20㎥未満：60 万円 

20～25㎥未満：80 万円 

25㎥以上    : 100 万円 

加 

算 

措 

置 

瓦加算 

･県産瓦使用 

･瓦代金 20 万円以上 

･瓦代金が補助額を下回

る場合は、その額が限度 

100 ㎡未満    ：24 万円 

100～166 ㎡未満：30 万円 

166～200 ㎡未満：40 万円 

200㎥以上      ：50 万円 

畳加算 

･県内畳業者実施※１ 

･畳工事５万円以上 

･右項目の組合せで上限

１０万円 

4.5 畳：２万円 

６ 畳：３万円 

８ 畳：４万円 

10 畳：５万円 

しっくい塗り加

算 

･県内左官業者施工 

･仕様書※2 に沿う施工 

20～40 ㎡未満：５万円 

40～60 ㎡未満：11 万円 

60～80 ㎡未満：14 万円 

80 ㎡以上  ：19 万円 
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制度の名 称 ５いといがわ木の香る家・店づくり促進事業 

制度の内 容 糸魚川産木材を使用して住宅、店舗等を再建した方の建築費

の一部を補助します。 

  

◎補助金額 

・再建に使用した糸魚川産材木材購入費の 50％ 

・上限額 住宅・共同住宅 30万円 

店舗・事業所  50万円 

◎補助対象 

・「り災証明書」の交付を受けた方 

・糸魚川産木材を使用して再建する住宅、共同住宅、店舗、

事業所 

・糸魚川市内に再建するもの 

・糸魚川市内に事業所を有する大工・工務店等が建築するも    

 の 

※「ふるさと越後の家づくり復興支援事業」及び「ふるさと

越後の家づくり事業」と併用可 

対象となる方 ・「り災証明書」の交付を受けた方 

・糸魚川産木材を使用して再建する住宅、共同住宅、店舗、

事業所 

・糸魚川市内に再建するもの 

・糸魚川市内に事業所を有する大工・工務店等が建築するも    

 の 

期 間 住宅・店舗等が３月末日までに完成する年度において申請し

てください。 

お問合せ 先 ・ふるさとの木の家づくり振興協議会（ぬながわ森林組合内） 

℡ 025-552-1533 

・糸魚川市産業部 商工農林水産課 林業水産係 

  ℡ 025-552-1511 

お申込み 先 ・ふるさとの木の家づくり振興協議会（ぬながわ森林組合内） 

℡ 025-552-1533 

・糸魚川市産業部 建設課 建築住宅係 

  ℡ 025-552-1511 
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必要な書類一覧 

①ふるさと越後の家づくり復興支援事業 

 

書 類 加算 

提出時期 

申込 
交付申請兼 

実績報告 

１ ふるさと越後の家づくり事業申込書 ― ○  

２ り災証明書（写） ― ○  

３ 位置図 ― ○  

４ 建築確認済証（写）または契約書（写） ― ○  

５ 屋根施工面積が分かるもの 県産瓦 △  

６ 畳施工面積が分かるもの 県産畳 △  

７ 
ふるさと越後の家づくり復興支援事業

補助金交付申請書兼実績報告書 

― 
 ○ 

８ 事業成績書 ―  ○ 

９ 越後杉使用住宅等証明書 ―  ○ 

10 県産瓦出荷証明書 県産瓦  △ 

11 納品状況の分かる写真 県産瓦  △ 

12 屋根面積の分かる図面 県産瓦  △ 

13 
領収書の写し等 

（屋根面積が 80㎡未満の場合） 

県産瓦 
 △ 

14 県産畳施工報告書 県産畳  △ 

15 納品状況の分かる写真 県産畳  △ 

16 施工面積の分かる図面 県産畳  △ 

17 領収書の写し等 県産畳  △ 

18 しっくい塗り施工証明書 しっくい  △ 

19 しっくい塗り施工面積の分かる完成写真 しっくい  △ 

20 
越後杉ブランド認証材納品書兼証明書

（第４号様式） 

― 
 ○ 

21 
再建費用及び住宅等に係る火災保険等

報告書 

― 
 ○ 

○・・・必要 

△・・・加算に該当する場合のみ必要  
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②いといがわ木の香る家・店づくり促進事業 

 

書 類 

提出時期 

申込 
交付申請兼 

実績報告 

１ 申込書 ○  

２ り災証明書（写） ○  

３ 位置図 ○  

４ 建物平面図 ○  

５ 建築確認済証（写）または契約書（写） ○  

６ 
備品見積書 

（店づくりで備品購入分を補助対象としたい場合） 
△  

７ 
いといがわ木の香る家・店づくり促進事業完了 

報告書兼請求書 
 ○ 

８ 建築物等完成写真  ○ 

９ 糸魚川産材ＰＲ活動状況写真  ○ 

10 木拾い表（様式自由）  ○ 

11 産地証明書  ○ 

12 糸魚川産木材購入内訳  ○ 

○・・・必要 

△・・・該当する場合のみ必要 

 



第１号様式(第７条関係)

　　　　　地域振興局長　　様

印

担当者名

印

担当者名

ふるさと越後の家づくり復興支援事業実施要領第７条の規定に基づき、下記のとおり申し込みます。
また、同要領第５条３の基準に適合した居住用住宅、共同住宅、店舗、事業所を再建することを誓
約します。

． 31

　

　

＋

予定補助金額①

＋ ＝

－

-２１-

申請者
（施工業者）

連名者
（建築主）

代表者名

住宅等建築費用

１　建築の概要（被災した時点で所有していた建築物の再建が対象）
　１ 建築物種類

　２ 建築場所　※１

予定負担額②

２　他事業との併用申請予定の有無

関係書類（申込み書の写し、申請に添付した書類、伝票類等）は５年間保存してください。

＊見込みも含む

地域型住宅グリーン化事業
※いずれかに○印をし、
　有の場合は事業名を記載のこと。

025－280－5324

　　注　越後杉ブランド認証材使用量及び加算の申告に当って

平成２９年度ふるさと越後の家づくり復興支援事業申込書平成２９年度ふるさと越後の家づくり復興支援事業申込書

記

〒950-9655

平成２９年　４月　１日

ＴＥＬ

025-552-5473

〒941-0052

名　称

所在地

越後　杉太郎

木材部　新潟　太郎

株式会社　美咲工務店

代表取締役　美咲　光一

　３ 延床面積

４  越後杉ブラン
  ド認証材使用量
　　(予定量)

  ５ 納材予定日 平成２９年　４月　1日

県産畳加算

　越後杉ブランド認証材

26.51

120

平成２９年　４月　1日

             

179万円

Ａ

県産瓦加算

Ｂ

しっくい塗り加算

50万円

㎡

100万円

有・無

2,000万円

10万円

火災保険等受領額＊

1,800万円

（Ｂ／Ａ＝０．０９㎥／㎡以上）

新潟木材株式会社

※②が①より少ない場合は、
　②が補助上限額となります。

19万円

㎥

200万円

３　予定補助金額と予定負担額の比較

㎥／㎡

納材者

＋

0.22

　※１　糸魚川市以外に再建する場合は、７「糸魚川市内に再建できない理由」に該当する理由を
記
　　　入して下さい。

　　・実績報告の際、申込み時に比べ補助及び加算基準が上回った場合でも、補助金額は増額しません。

＝

　　・実績報告の際、申込み時に比べ補助及び加算基準を下回った場合は、補助金額を減額します。

糸魚川市南押上1-15-1

＊該当するものに○印のこと。居住用住宅　 共同住宅　店舗　事業所 　 

申
込
者

名　称

ＴＥＬ

越後　杉太郎

新潟市中央区新光町４番地１
住　所

糸魚川市南押上1-15-1

建築場所を
管轄する地
域振興局長
あて 

連絡する
ことがあ
るので、
内容のわ
かる担当
者を記入
のこと 

数値は小

数第３位

を四捨五

入する 

四捨五入
せずに 
０．０９㎥以
上であるこ
と 

２００㎡以
上瓦を使
用した場合 

８０㎡以上
しっくい塗
りを施工し
た場合 

加算希望

の場合は

申込時に

申告する 

申込時より実績数値が上回っても補助金は増額しません。 

申込時より実績数値が下回った場合は補助金を減額します。 

記載例 



　　※　瓦の代金が加算額を下回る場合は、その額を限度とする。

畳
( 万円 )

畳
( 万円 )

畳
( 万円 )

畳
( 万円 )

しっくい塗り

施工面積

(加算額)

該当する理由に○印を記入すること。「その他」を選択した場合は、具体的な理由を記入すること。

番号に○

１

２

３

４

８　添付書類

-２２-

②　住宅建築予定地を表示した地図

③　建築確認済証、または、契約書の写し（いずれも表紙のみで可）

高齢、健康状況等の理由で、親族との同居または隣接居住が必要となった。

3

20㎡以上

＝ 25

④　その他　４または５の加算に該当する場合は、それぞれ必要となる書類。

(30万円)

①　糸魚川市が発行した「り災証明書」

※該当する箇所に○印の
こと。
県産瓦を施工する面積に
限る。

200㎡以上
（50万円）(40万円)

166㎡以上200㎡未満県産瓦屋根面
積 (加算額)

部屋

(５万円)

40㎡以上

加算額
合計

　※いずれかに○印のこと。

　　※　県産瓦加算を希望する場合は、屋根施工面積のわかる書類を添付のこと。

(５万円)

(14万円)

県産畳
施工面積
(加算額)

10

80㎡以上

4

　※該当する箇所に○印のこと。
　　しっくい塗りを施工する面積
　　に限る。

×
10畳当たり

万円＝
10

5

×
８畳当たり
(４万円)

畳

1

4.5畳当たり

施工面積
合計

部屋

6６畳当たり

＝

部屋

有　・　無

100㎡未満

×

４　県産瓦加算の有無

(３万円)

５　県産畳加算の有無

1

部屋2

＝

　　※　しっくい塗り加算は「既調合しっくい塗り標準仕様書」により施工する場合に限る。
　　※　しっくい塗り施工後 、補助金交付申請書兼実績報告書（要綱第１号様式の２）の提出時に、
　　　新潟県左官業協同組合が発行する「しっくい塗り施工証明書」を添付してください。発行料金
　　　は、施工業者が新潟県左官業協同組合組合員の場合は２千円、非組合員の場合は５千円です
　　（平成29年4月1日現在）。

　　※　県産畳加算を希望する場合は、畳施工面積のわかる書類を添付のこと。

６　しっくい塗り加算の有無 　※いずれかに○印のこと。有　・　無

40㎡未満
(11万円)

60㎡以上

(19万円)
60㎡未満

(２万円)
×

100㎡以上166㎡未満

  ※該当する部屋数を記載し、
    施工面積と加算額の合計を
    計算すること。

    上限額は10万円

80㎡未満

(24万円)

　※いずれかに○印のこと。有　・　無

9

　　※　新潟県外で再建する場合は、事業の対象とはなりません。

７　糸魚川市内で再建できない理由

理　　　由

復興に伴う区画整理等で転居を余儀なくされた。

被災に伴う転職で転居を余儀なくされた。

その他：（　）にやむを得ない理由を具体的に記入すること。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

住宅地図
等の建築
場所のわ
かる地図 

屋根の展
開面積が
対象 

１０万円が

上限 

「既調合しっくい塗り標準仕様書」に沿った施工をする場合に限る。 
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様式１−１（糸魚川市駅北大火被災者再建支援） 

    申  込  書 

 

平成 29 年 10 月２日 

ふるさとの木の家づくり振興協議会長 様 

 

申請者（施 主） 

住     所 糸魚川市●●●1 丁目 2 番 5 号 

氏     名 ● ● ●  ● ●   ㊞ 

電 話 番 号 ０２５‐５５２‐１５１１ 

 

下記のとおり、「いといがわ木の香る家・店づくり促進事業」（糸魚川市駅北大火被災者再

建支援）について申し込みます。 

１ 建物の用途 住宅 ・ 共同住宅 ・ 店舗 ・ 事業所 

２ 建築予定期間 平成 29 年 10 月１日 ～ 平成 30 年 1月 31 日 

３ 建築予定地 糸魚川市 糸魚川市●●●1 丁目 2 番 5 号 

４ 建築業者名 
●●工務店 

               電話番号 ５５３‐●●●● 

５ 建築業者住所  糸魚川市●●●２丁目３番４  TEL（ ５５３ ）●●●● 

６ 納材予定時期  平成 29 年 10 月 15 日 

７ 
糸魚川産木材使用

量・購入予定価格 

 糸魚川産木材予定使用量    20.0000  ㎥ 

糸魚川産木材購入予定価格  2,５00,000  円（消費税別） 

８ 採択条件の確認 

・必要に応じて、建築見学会等の場として提供します。 

・糸魚川産木材をＰＲする広告掲載・パンフレット等への使用、
のぼり旗等の設置について、同意します。 

９ 添付書類 

① り災証明書（写し可） 

② 位置図 

③ 建物平面図 

④ 建築確認通知書（写）または契約書（写） 

⑤「店づくり」の場合は、備品見積書 

 

記載例 

・①～④は必ず添付してください。 

・⑤は、店舗・事業所で糸魚川産木材を使ったテーブル等の備品を購入した際に添付してください。 

（写し可） 

届出日は、建築期間の前後どちらでも構いません。 

－23－ 
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制度の名 称 
６ 

被災者生活再建支援制度（住宅再建加算支援金） 

制度の内 容 

補助の条 件 

 

被災者生活再建支援法に基づき、「住宅の建設(建替)または購

入」、「被災住宅の補修」、「賃借」の３つの再建方法をとった

場合に、住宅の被害程度と世帯の区分により支給される【加

算支援金】があります。 

 

１ 加算支援金の支給額 

 

２ 申請に必要なもの 

 (1) 被災者生活再建支援金支給申請書 

 (2) 契約書の写し 

   例） ・「建設・購入」の場合・・建物建築請負契約書、

建物売買契約書 

      ・「補修」の場合・・・・・建物修繕請負契約書 

      ・「賃借」の場合・・・・・アパート賃貸借契約書 

区分 世帯構成 

加算支援金 

建設・購入 補修 賃借 

全壊 

大規模半壊 

２人以上 200万円 100万円 50 万円 

単身 150万円 75 万円 37万 5千円 

制度活用の 

メリット 

 

住宅の再建を支援し、生活の安定を図ります。 

対象となる方 

 

居住している住宅が、り災証明書のり災程度において「全壊」

または、「大規模半壊」と認定された世帯 

期 間 平成 32年１月 21日まで (災害発生の日から 37 か月間) 

お問合せ 先 
糸魚川市 市民部 福祉事務所 

電話 025-552-1511 内線 2175 
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制度の名 称 
７ 

住宅再建融資利子補給金 

制度の内 容 

補助の条 件 

市内で住宅（店舗併用住宅含む）の建設や補修を行うための

資金の借入れに対する利子相当額を補助します。 

 

○対象となる金融機関 

糸魚川市内にある金融機関（第四銀行、北越銀行、大光銀

行、富山第一銀行、上越信用金庫、新井信用金庫、糸魚川信

用組合、新潟県労働金庫、ひすい農業協同組合）又は住宅金

融支援機構 

 

○再建融資の限度額 

区分 限度額 

住宅の建設・購入 １件当たり 11,000,000 円 

住宅の補修 １件当たり 5,900,000 円 

 

○利子補給額 

貸付利率の１％までを限度として、金融機関等に対して支

払った利子相当額を補助します。 

制度活用の 

メリット 

住宅の建設や購入、補修の際の経済的負担を軽減し、生活の

安定と早期の再建を図ります。 

対象となる方 

以下のすべての要件を満たす方 

①り災証明書の発行を受けた方又は被災時に同一世帯の方 

②糸魚川市に住所を有する方 

③平成 31年 12月 30日までに再建資金の融資を受けた方 

④市税を滞納していない方 

期 間 

・申請期間は融資を受けられてから、1か月以内 

（※平成 28 年 12 月 22 日の大火発生以後、すでに住宅再建

のために借り入れた融資も適用になります。） 

・利子補給の期間は、再建融資を受けた日から５年間 

お問合せ 先 
糸魚川市 産業部 建設課 建築住宅係 

電話 025-552-1511 内線 2375～2377 
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様式第１号（第７条関係） 

 

糸魚川市駅北大火住宅再建融資利子補給承認申請書 

 

平成２９年 ○○月 ○○日  

 

 

 糸魚川市長  様 

 

（申請者） 

住 所  糸魚川市一の宮 1-2-5 

氏 名  糸魚川 太郎    ○印  

電話番号 025-552-1511 

 

 

 糸魚川市駅北大火住宅再建融資利子補給金交付要綱第７条の規定に基づき、下記のとおり申請します。 

  

 

記 

 

１ 被災住宅所在地    糸魚川市 本町○○番○○号               

 

２ 復興住宅所在地    糸魚川市 本町○○番○○号               

 

３ 復興住宅の区分    新築 ・ 購入 ・ 補修 

 

４ 添付書類 

 （１）金融機関等との金銭消費貸借契約書の写し 

 （２）償還予定表の写し 

 （３）罹災証明書 

 （４）その他市長が必要と認めるもの 

 

 

 

 

記入例 



様式第１号（第８条関係） 

 

駅北地区現状変更行為届出書 

 

年  月  日 

 

糸魚川市長 様 

住 所                  

氏 名                ○印 

 

糸魚川市駅北地区街なみ環境整備要綱第８条の規定により、別紙のとおり関

係書類を添えて届け出ます。 

 

１ 行為者                                        

２ 工事場所                                       

３ 工事の内答 (該当する記号に○印) 

(1) 住宅等の新築、改築、移転又は除却 

(2) 住宅等の外観を変更することとなる修繕、模様替又は色彩若しくは材質

の変更 

(3) 宅地の造成その他の土地の形質の変更 

(4) 樹木の伐採（著しく外観の変更を伴うものに限る。） 

(5) その他 （                          ） 

４ 工事予定期間 

着工   年  月  日 

完成   年  月  日 

添付書類 

・設計図書 

・着工前写真 

・その他市長が必要と認める書類 



 



明度 彩度 ⇒市記入欄
0～2 0～1
0～3 0

7.5R～ 10R 0～4 0～4
0.1YR～ 7.5YR 0～5 0～5
7.6YR～ 10YR 0～4 0～4
0.1Y～ 2.5Y 0～2 0～4
2.5YR～ 10YR 9～10 0～1
0.1Y～ 10Y 8～10 0～2
0.1GY～ 10YG 8.5～10 0～1.5
0.1G～ 5G 9～10  0～1

8.5～10 0

１．建築（または改修）する箇所のみ色彩を記入してください。

色相 明度 彩度
瓦屋根1 - - - 適　・　不適
瓦屋根2 - - - 適　・　不適
板金屋根1 適　・　不適
板金屋根2 適　・　不適
ひさし1 適　・　不適
ひさし2 適　・　不適
外壁１ 適　・　不適
外壁２ 適　・　不適
外壁３ 適　・　不適
ガラス - - - 適　・　不適
開口部１ 適　・　不適
開口部２ 適　・　不適
開口部３ 適　・　不適
開口部４ 適　・　不適
開口部５ 適　・　不適
シャッター1 適　・　不適
シャッター2 適　・　不適
面格子1 適　・　不適
面格子2 適　・　不適
工作物1 適　・　不適
工作物2 適　・　不適

２．

適　・　不適
適　・　不適
適　・　不適
適　・　不適

黒・銀黒・いぶし銀
黒・銀黒・いぶし銀

白・黒・茶
白・黒・茶

基本色
マンセル値

①
アクセント
カラー見
付面積

②
見付面積
（基礎を除

く）

=②/①
（0.1以下で
あること）

判定

透明（型板含む）・白
黒・茶・木肌

黒・茶・木肌
黒・茶・木肌

白・黒・茶
白・黒・茶

白・黒・茶・木肌
白・黒・茶・木肌
白・黒・茶・木肌

黒・茶・木肌

黒・茶・木肌
白・黒・茶・木肌
白・黒・茶・木肌
白・黒・茶・木肌
白・黒・茶・木肌

北
東
南
西

白・黒・茶・木肌
白・黒・茶・木肌

建築（または改修）する箇所で、アクセントカラー（基本色以外の色）を
使用する場合に記入してください。

アクセントカラー

色彩計画表

推奨色彩

黒系

茶系

白系

全て

全て

判定

マンセル値
色相

値なし（木そのもの色、木目調プリント推奨）

点線より右は市が
記入する欄ですの
で、届出者または
申請者は記入しな
いでください。

木肌

全体判定

適　・　不適

部位





平成   年  月  日 

 

 糸魚川市長  米 田   徹 様 

 

住所 

申請者 

氏名                 ○印 

 

補助金等交付申請書 

 

糸魚川市駅北大火被災者支援関連補助金の交付を受けたいので、糸魚川市補助金等交付規則の規定

により、下記のとおり申請します。 

なお、本事業の申込みに必要な事項として、市税納税状況について、当該事業の所管課職員が調査

を行うことに同意します。 

 

記 

１ 交付申請補助事業  (算出基礎は別紙のとおり) 

 チェック 補助事業名称 

１－①  糸魚川市街なみ環境整備事業【重点地域】景観（位置･屋根･外壁） 

１－②               【重点地域】景観（開口部） 

１－③               【本町通り】景観（開口部） 

１－④               【本町通り】雁木 

２－①  糸魚川市建築物不燃化促進【重点地域】 

２－②              【本町通り】 

３  地元事業者利用促進事業 

 

２ 消費税仕入控除税額の取扱い 

(1) 課税事業者となっており、消費税仕入控除税額が確定しているため、補助事業に要する経費 

から消費税仕入控除税額を減額した。 

 (2) 課税事業者となっていないため、交付申請額は、当該補助金に係る消費税仕入控除税額を減額 

していない。 

 (3) 消費税仕入控除税額が確定していないため、交付申請額は、当該補助金に係る消費税仕入控除 

税額を減額していない。 

 (4) 簡易課税事業者となっているため、交付申請額は、当該補助金に係る消費税仕入控除税額を減 

額していない。 

(注) (1)、(2)、(3)、(4)のいずれかに○を付けること。 

３ 補助事業等の完了予定年月日      平成   年   月   日 

 



４ 添付書類 

  別紙２補助事業別添付書類一覧表による 

 

５ 補助金等の交付先 

    金融機関                          
 

    口座番号                          
 

    口座名義                          

 

６ その他 

(1) 建築場所                            

 

 

(2) 建築確認の申請予定日と提出先予定     平成    年    月    日 

 

 

(3) 住宅及び店舗完了引渡し年月日       平成    年    月    日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下は記入しないでください 

 

このように決定してよろしいでしょうか。 

 

可  ・  否 

 

副 市 長 部    長 課    長 課長補佐 係    長 係 

      

 

※暴力団員等ではないことの誓約 

私又は私が代表を務める団体等の役員は、糸魚川市補助金等交付規則第４条第３項に 

規定する暴力団員等ではありません。 



該当
の有無

交付申請額 同左算出基礎

①
景観(建物の配置･

屋根･外壁)
補助対象経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上限40万円）

② 景観(開口部) 補助対象経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上限10万円）

③ 景観(開口部) 補助対象経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上限10万円）

④ 雁木整備

「整備費×補助率」又は「補助単価×整備延長」の
何れか低い金額
　　　【事業所】補助率90%・補助単価263,000円/ｍ
　　　【住　宅】補助率95%・補助単価278,000円/ｍ

　　整備費　　　　　　　　　　　　円×　　　　　％　　又は

　　整備延長　　　　　　　　　　ｍ×　　　　　　　　　円

　　　のいずれか低い方の額

① 補助対象経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上限30万円）

補助対象床面積　１階　　　　㎡　2階　　　　㎡　3階　　　　㎡

合計　　　　　　　　㎡(補助金額は下段算出基礎表のとおり）

□私は、宅地建物取引業法第２条第３号に規定する宅地建物
取引業者ではありません。

3

建物1棟につき10万円（取組みに応じて各10万円の加算あり）
□地元事業者利用（基本）
□ふるさと越後の家づくり復興支援事業を併用（加算）
□上記１糸魚川市街なみ環境整備事業に取組む（加算）
□上記２糸魚川市建築物不燃化促進事業に取組む（加算）

申請合計　　　　　　　　件

補助事業名称

別紙１　算出基礎表

重点地域

合 計

1

本
町
通
り

重
点
地
域

地元事業者利用促進事
業

② 本町通り

2

糸魚川市街なみ環境整備事業

糸魚川市建築物不燃化促進事業

助成額 助成額 助成額

0 ～ 5 0 120 ～ 130 1,812,000 380 ～ 400 4,190,000

5 ～ 10 75,000 130 ～ 140 1,963,000 400 ～ 420 4,341,000

10 ～ 15 151,000 140 ～ 150 2,114,000 420 ～ 440 4,492,000

15 ～ 20 226,000 150 ～ 160 2,265,000 440 ～ 460 4,643,000

20 ～ 25 302,000 160 ～ 170 2,416,000 460 ～ 480 4,794,000

25 ～ 30 377,000 170 ～ 175 2,567,000 480 ～ 500 4,945,000

30 ～ 35 453,000 175 ～ 180 2,642,000 500 ～ 550 5,096,000

35 40 528,000 180 200 2,680,000 550 600 5,322,000

40 ～ 45 604,000 200 ～ 220 2,831,000 600 ～ 650 5,549,000

45 ～ 50 679,000 220 ～ 240 2,982,000 650 ～ 700 5,775,000

50 ～ 60 755,000 240 ～ 260 3,133,000 700 ～ 750 6,002,000

60 ～ 70 906,000 260 ～ 280 3,284,000 750 ～ 800 6,228,000

70 ～ 80 1,057,000 280 ～ 300 3,435,000 800 ～ 850 6,455,000

80 ～ 90 1,208,000 300 ～ 320 3,586,000 850 ～ 900 6,681,000

90 ～ 100 1,359,000 320 ～ 340 3,737,000 900 ～ 950 6,908,000

100 ～ 110 1,510,000 340 ～ 360 3,888,000 950 ～ 1,000 7,134,000

110 ～ 120 1,661,000 360 ～ 380 4,039,000 1,000 ～ 7,361,000

面積区分 面積区分 面積区分

２－②　糸魚川市建築物不燃化促進事業(本町通り）　算出基礎表



別紙2　補助事業別添付書類一覧表

確認

□ 1 案内図

□ 2 求積図(屋根面積)

□ 3 外部仕上表

□ 4 配置図(1/200)

□ 5 立面図(1/100)

□ 6 屋根状図(1/100)

□ 7 色彩計画表

□ 8 材料仕様書(外壁材の大臣認証のコピー)

□ 9 現況写真

□ 10 見積書

□ 11 現在事項全部証明書(法人のみ)　※法務局発行

□ 1 案内図

□ 2 配置図(1/200)

□ 3 立面図(1/100)

□ 4 色彩計画表

□ 5 材料仕様書(面格子の寸法、材質がわかる資料)

□ 6 現況写真

□ 7 見積書

□ 8 現在事項全部証明書(法人のみ)　※法務局発行

□ 1 案内図

□ 2 配置図(1/200)

□ 3 立面図(1/100 対象箇所を示すこと)

□ 4 色彩計画表

□ 5 材料仕様書(面格子の寸法、材質がわかる資料)

□ 6 現況写真

□ 7 見積書

□ 8 現在事項全部証明書(法人のみ)　※法務局発行

□ 1 案内図

□ 2 外部仕上表

□ 3 内部仕上表

□ 4 配置図(1/200)

□ 5 平面図(1/100 軒の出、雁木の長さを記載のこと)

断面図

　(1/100 雁木部分のみ・天井の高さ、有効通路幅を記載のこと)

□ 7 現況写真

□ 8 見積書

□ 1 案内図

□ 2 求積図(外壁と軒裏で延焼の恐れのある部分以外の面積)

□ 3 外部仕上表(外壁と軒裏の防火構造仕様の記載)

配置図

　(1/200　外壁と軒裏の延焼に恐れのある部分以外の部分)

平面図

　(1/100　外壁と軒裏の延焼に恐れのある部分以外の部分)

立面図

　(1/100　外壁と軒裏の延焼に恐れのある部分以外の部分)

□ 7 現況写真

□ 8 見積書

□ 9 現在事項全部証明書(法人のみ)　※法務局発行

□ 1 案内図

□ 2 求積図(1階から3階までの床面積とその合計)

□ 3 外部仕上表

□ 4 内部仕上表

配置図

　(1/200 本町通りから2.4ｍ、12ｍの線を記載のこと)

□ 6 平面図(1/100)

□ 7 立面図(1/100 2面以上、高さ5ｍの線を記載のこと)

□ 8 現況写真

□ 9 現在事項全部証明書(法人のみ)　※法務局発行

□ 1 位置図

□ 2 見積書

□ 3 被災証明書又は罹災証明書

5□

□ 6

6

5

4

□

□

□

１－②

添 付 書 類

１－①

糸 魚 川 市

街 な み 環 境

整 備 事 業

重点地域

景 観

（ 配 置 ）
（ 屋 根 ）
（ 外 壁 ）

補 助 事 業 名 称 区 分

景 観
( 面 格 子 )

重点地域

糸 魚 川 市

街 な み 環 境

整 備 事 業

１－③

本町通り

重点地域

糸 魚 川 市

建 築 物 不 燃 化

促 進 事 業

糸 魚 川 市

建 築 物 不 燃 化

促 進 事 業

２－②

２－①

１－④

糸 魚 川 市

街 な み 環 境

整 備 事 業

本町通り

３
糸魚 川市 駅北 大火
地 元 事 業 者
利 用 促 進 事 業

景 観
( 面 格 子 )

本町通り

糸 魚 川 市

街 な み 環 境

整 備 事 業

雁 木



第１号様式(第７条関係)

　　　　　地域振興局長　　様

印

担当者名

印

担当者名

ふるさと越後の家づくり復興支援事業実施要領第７条の規定に基づき、下記のとおり申し込みます。
また、同要領第５条３の基準に適合した居住用住宅、共同住宅、店舗、事業所を再建することを誓
約します。

．

　

　

＋

予定補助金額①

＋ ＝

－

申請者
（施工業者）

連名者
（建築主）

代表者名

住宅等建築費用

㎡

１　建築の概要（被災した時点で所有していた建築物の再建が対象）
　１ 建築物種類

　２ 建築場所　※１

予定負担額②

２　他事業との併用申請予定の有無

関係書類（申込み書の写し、申請に添付した書類、伝票類等）は５年間保存してください。

＊見込みも含む

※いずれかに○印をし、
　有の場合は事業名を記載のこと。

　　注　越後杉ブランド認証材使用量及び加算の申告に当って

平成　　年度ふるさと越後の家づくり復興支援事業申込書平成　　年度ふるさと越後の家づくり復興支援事業申込書

記

〒

平成　　年　　月　　日

ＴＥＬ

〒

名　称

所在地

　３ 延床面積

４  越後杉ブラン
  ド認証材使用量
　　(予定量)

  ５ 納材予定日 平成　　年　　月　　日

県産畳加算

　越後杉ブランド認証材

平成　　年　　月　　日

             

万円

Ａ

県産瓦加算

Ｂ

しっくい塗り加算

万円万円

有・無

万円

万円

火災保険等受領額＊

万円

（Ｂ／Ａ＝０．０９㎥／㎡以上）

※②が①より少ない場合は、
　②が補助上限額となります。

万円

㎥

万円

３　予定補助金額と予定負担額の比較

㎥／㎡

納材者

＋

               

　※１　糸魚川市以外に再建する場合は、７「糸魚川市内に再建できない理由」に該当する理由を記
　　　入して下さい。

　　・実績報告の際、申込み時に比べ補助及び加算基準が上回った場合でも、補助金額は増額しません。

＝

　　・実績報告の際、申込み時に比べ補助及び加算基準を下回った場合は、補助金額を減額します。

＊該当するものに○印のこと。居住用住宅　 共同住宅　店舗　事業所 　 

申
込
者

名　称

ＴＥＬ

住　所



　　※　瓦の代金が加算額を下回る場合は、その額を限度とする。

畳
( 万円 )

畳
( 万円 )

畳
( 万円 )

畳
( 万円 )

しっくい塗り

施工面積

(加算額)

該当する理由に○印を記入すること。「その他」を選択した場合は、具体的な理由を記入すること。

番号に○

１

２

３

４

８　添付書類

①　糸魚川市が発行した「り災証明書」

②　住宅建築予定地を表示した地図

③　建築確認済証、または、契約書の写し（いずれも表紙のみで可）

高齢、健康状況等の理由で、親族との同居または隣接居住が必要となった。

20㎡以上

＝

166㎡以上200㎡未満

④　その他　４または５の加算に該当する場合は、それぞれ必要となる書類。

(30万円)

※該当する箇所に○印の
こと。
県産瓦を施工する面積に
限る。

200㎡以上
（50万円）(40万円)

県産瓦屋根面
積 (加算額)

部屋

(５万円)

40㎡以上

加算額
合計

　※いずれかに○印のこと。

　　※　県産瓦加算を希望する場合は、屋根施工面積のわかる書類を添付のこと。

(５万円)

(14万円)

県産畳
施工面積
(加算額)

80㎡以上 　※該当する箇所に○印のこと。
　　しっくい塗りを施工する面積
　　に限る。

×
10畳当たり

万円＝

×
８畳当たり
(４万円)

畳

4.5畳当たり

施工面積
合計

部屋

６畳当たり

＝

部屋

有　・　無

100㎡未満

×

４　県産瓦加算の有無

(３万円)

５　県産畳加算の有無

部屋

＝

　　※　しっくい塗り加算は「既調合しっくい塗り標準仕様書」により施工する場合に限る。
　　※　しっくい塗り施工後 、補助金交付申請書兼実績報告書（要綱第１号様式の２）の提出時に、
　　　新潟県左官業協同組合が発行する「しっくい塗り施工証明書」を添付してください。発行料金
　　　は、施工業者が新潟県左官業協同組合組合員の場合は２千円、非組合員の場合は５千円です
　　（平成29年4月1日現在）。

　　※　県産畳加算を希望する場合は、畳施工面積のわかる書類を添付のこと。

６　しっくい塗り加算の有無 　※いずれかに○印のこと。有　・　無

40㎡未満
(11万円)

60㎡以上

(19万円)
60㎡未満

(２万円)
×

100㎡以上166㎡未満

  ※該当する部屋数を記載し、
    施工面積と加算額の合計を
    計算すること。

    上限額は10万円

80㎡未満

(24万円)

　※いずれかに○印のこと。有　・　無

　　※　新潟県外で再建する場合は、事業の対象とはなりません。

７　糸魚川市内で再建できない理由

理　　　由

復興に伴う区画整理等で転居を余儀なくされた。

被災に伴う転職で転居を余儀なくされた。

その他：（　）にやむを得ない理由を具体的に記入すること。
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



様式１−１（糸魚川市駅北大火被災者再建支援） 

申  込  書 

 

平成  年  月  日 

ふるさとの木の家づくり振興協議会長 様 

 

申請者（施 主） 

住     所 

氏     名             ㊞ 

電 話 番 号 

 

下記のとおり、「いといがわ木の香る家・店づくり促進事業」（糸魚川市駅北大火被災者再

建支援）について申し込みます。 

１ 建物の用途 住宅 ・ 共同住宅 ・ 店舗 ・ 事業所 

２ 建築予定期間 平成  年  月  日 ～ 平成  年  月  日 

３ 建築予定地 糸魚川市 

４ 建築業者名 
 

               電話番号 

５ 建築業者住所  糸魚川市            TEL（         ） 

６ 納材予定時期  平成   年   月   日 

７ 
糸魚川産木材使用

量・購入予定価格 

 糸魚川産木材予定使用量           ㎥ 

糸魚川産木材購入予定価格          円（消費税別） 

８ 採択条件の確認 

・必要に応じて、建築見学会等の場として提供します。 

・糸魚川産木材をＰＲする広告掲載・パンフレット等への使用、
のぼり旗等の設置について、同意します。 

９ 添付書類 

① り災証明書（写し可） 

② 位置図 

③ 建物平面図 

④ 建築確認通知書（写）または契約書（写） 

⑤「店づくり」の場合は、備品見積書 

 



   



別紙様式第７号

被災者生活再建支援金支給申請書

平成 年 月 日

被災者生活再建支援法人

公益財団法人都道府県会館理事長 殿

被災者生活再建支援金の支給を申請します。

申請者氏名

支 給 番 号 世帯主以外の方が申請する場合はその理由：

Ⅰ 被災時の世帯の状況について記入して下さい。

①単数世帯、複数世帯の別を○で囲んで下さい（ 単数 ・ 複数 ）

②世帯主の氏名 よみがな

③被災した住宅の住所

〒

Ⅱ 被災世帯の現在の住所等を記入して下さい

現 在 の 住 所 〒

電 話 番 号 （ ）

Ⅲ 世帯主の支援金の振込先口座を記入して下さい

金 融 機 関 名 支 店 名 等 種 別 口 座 番 号

普通 当座・その他･

ゆうちょ銀行 記号 番号

Ⅳ 住宅の被害状況を○で囲んで下さい（被災日：平成 年 月 日）

半壊解体・敷地被害解体の場合はその理由：被害状況

（全壊・半壊解体・敷地被害解体

・大規模半壊・長期避難）



- 1 -

Ⅴ

（１）申請する基礎支援金について該当する金額を○で囲み、申請額を記入して下さい。

（初めて申請される方は必ず記入してください。２回目以降は、特に必要がない限り空欄のままで結構です ）。

今回申請(A) 受給済(B)
区 分 備考（添付書面等）

複数世帯 単数世帯 複数世帯 単数世帯

100万円 75万円 住民票 預金通帳の写し全壊

100万円 75万円 罹災証明書解体( ･ )半壊 敷地被害

（ ）長期避難 100万円 75万円 その他

37.5 万円 37.5 万円大規模半壊 50万円 50万円

申請額(A－B)：

万円

（２）申請する加算支援金について該当する金額を○で囲み、申請額を記入して下さい。

今回申請(C) 受給済(D)
区 分 備考（添付書面等）

複数世帯 単数世帯 複数世帯 単数世帯

200万円 150万円 契約書の写し建設・購入

（ ）補修 100万円 75万円 その他

37.5 万円 37.5 万円賃貸住宅 50万円50万円

※公営住宅入居者除く

申請額(C－D)：

万円

注１）備考欄の添付書面は、該当するものを○で囲んで（その他の場合は書面名も記入して）ください。

注２）それぞれの支援金について、複数の「区分」に該当する場合は、それらのうちの高い方の額が最終

的な支給額になります。既に受給した支援金がある場合は受給済額との差額を「申請額」の欄に記

入してください。

市区町村役場記入欄

（災害名）



 

様式第１号（第７条関係） 

 

糸魚川市駅北大火住宅再建融資利子補給承認申請書 

 

年  月  日  

 

 

 糸魚川市長  様 

 

（申請者） 

住 所  

氏 名             ○印  

電話番号 

 

 

 糸魚川市駅北大火住宅再建融資利子補給金交付要綱第７条の規定に基づき、下記のとおり申請します。 

  

 

記 

 

１ 被災住宅所在地    糸魚川市                       

 

２ 復興住宅所在地    糸魚川市                       

 

３ 復興住宅の区分    新築 ・ 購入 ・ 補修 

 

４ 添付書類 

 （１）金融機関等との金銭消費貸借契約書の写し 

 （２）償還予定表の写し 

 （３）罹災証明書 

 （４）その他市長が必要と認めるもの 

 

 

 

 

 

 

 



資料№４ 

 

住宅等の再建等にかかる固定資産税等の減額制度について 

 

平成29年９月25日、26日 

糸 魚 川 市 

■ 固定資産税・都市計画税（市税） 

区 分 内   容 担当 

土 地 

住宅が建っていた敷地（住宅用地）は、被災して住

宅がなくなっても、平成29年度及び平成30年度は住宅

用地の特例が継続します。既に対象の皆様の手続は完

了しています。 

（課税標準額の減額） 

・ 200㎡まで    固定資産税１/6 都市計画税1/3 

・ 200㎡を超え住宅の延床面積の10倍までの面積 

          固定資産税１/3 都市計画税2/3 
糸魚川市役所 

市民部 市民課 

 固定資産税係 

電話番号 

 025-552-1511 

（代表） 建 物 

被災した建物の代替えの建物を平成33年３月30日ま

でに新たに取得（再建築・購入）した場合は、翌年度

から４年度分の税額が１/２となります。 

 

※ 被災した建物の延床面積に相当する面積が、代替

え建物の減額特例の対象上限面積です。 

償却資産 

被災した償却資産の代替えの償却資産を平成33年３

月30日までに新たに取得した場合は、翌年度から４年

度分の税額が１/２となります。 

  ◎ 建物及び償却資産の減額適用条件は、次のとおりです。 

○ 人的条件 

 ・ 被災資産の所有者（個人又は法人） 

   ・ 被災資産の所有者が個人で、相続があったときにおけるその相続人 

    ・ 被災資産の所有者が個人で、その者と同居するその者の三親等内（配偶者・

子・孫等）の親族 

   ○ 区域的条件 

  ・ 代替資産の設置場所は、糸魚川市内に限ります。（被災範囲以外でも糸魚川

市内であれば適用となりますが、市外の場合は適用になりません。） 

 



 

 

■ 不動産取得税（県税） 

 被災した建物の代替えの建物を一定期間（住宅は５年、非住宅は３年以内）に新たに

取得した場合は、その建物の税額から被災した建物の評価額相当額に応じて算定した額

が減免されます。 

 

 

 

 

 

■ 登録免許税（国税） 

 被災した建物の代替えの建物を新たに取得した場合で、建物の所有権保存登記をする

際の登録免許税が免除されます。所有権保存登記とは、その建物がどなたの所有かを法

務局へ登録するものです。 

 

 

 

 

 

■ 所得税（国税） 

  土地・建物等を売買した場合の譲渡所得について、各種の控除等があります。 

   ※例 居住用財産の譲渡（3,000万円控除） 

      道路用地として土地・建物等を糸魚川市へ譲渡（5,000万円控除） 

 

■ 印紙税（国税） 

  被災した建物の代替えの建物を新たに取得する場合において、被災者が作成する「建

物工事の請負に関する契約書」及び「不動産の譲渡に関する契約書」の印紙税が非課税

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 市役所市民部市民課固定資産税係の窓口で面接相談を行っています。 

ご不明な点等があればお気軽にお越しください。 ～  

担当 

〒941-0052 上越市本城町５番６号 

新潟県上越地域振興局 県税部 課税課 

電話番号 025-526-9305（直通） 

担当 

〒941-0058 糸魚川市寺町２丁目８番30号 

新潟地方法務局 糸魚川支局 

電話番号 025-552-0356（代表） 

（所得税・印紙税）担当 

〒941-8611 糸魚川市東寺町１丁目３番40号 

糸魚川税務署 

電話番号 025-552-0381（代表） 

※ 税務署での面接相談は事前予約が必要です 



–– 

 

 

会 場 

 

日 程 10月 12日（木） 

19時～21時 

 
市では駅北復興の一つとして「にぎわいの

回遊の拠点」を関係者皆様と一緒に考えてい

きたいと思っています。 

・回遊の拠点となる施設探し 

・回遊のコンセプトづくり、にぎわいのイメ

ージづくり 

・拠点活用方法のアイデア出し 

・アイデアの実現方法・・・など 

いま、あなたのチカラをここに…

ご連絡先 ℡ 552-1511 内 2423 
Fax 552-8955 
 

市役所内定住促進課 地域振興係 

teijuu@city.itoigawa.lg.jp 

Point！ 

平成 30 年３月

末迄に３回開催 

Point！ 

どなたでも参加

できます 

にぎわいの回遊づくりについて考えてみよう♫ 

内 容 

 

ヒスイ王国館２階 

駅北復興！ 
まちづくりカフェ３ 


